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論 文 の 要 旨 
 本論文は、関係データを対象にした機械学習によるデータ分析処理の効率化に取り組んでいる。関
係データに対するデータ分析処理は、多くの場合、(1) ETL (Extract, Transform, and Load)フェー










論文では、分析者が実際に行った集約対象データに応じてグループを動的に作成する APA 木 













ームワークである CVS (Compressed Vector Set)を提案し、時間計算量と空間計算量を同時に改善す
る手法を示している。実験により、CVS は確率勾配法によるリッジ回帰等の実際の機械学習処理にお
いて、従来の方式である疎行列表現を上回る高速化・省メモリ化の効果を発揮することを示している。 

















平成 30年 2月 8 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
